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生物学類担当授業科目

　植物生態学実験、植物生態学Ⅱ、群集生態学

研究領域　植物生態学、生態系生態学

研究テーマ

　遷移に伴う生態系炭素循環の変化とそのメカニズムの解明

　植物の分布と環境適応に関する生態学的研究

　地球環境変化が植物や生態系に与える影響の解明

研究概要

１.　生態系を構成する様々な生物の活動の結果、炭素

や窒素などの物質は生態系の生物相互およびそれらを取

り巻く環境との間を循環する。物質循環研究はこれらの

物質の動きを見ることで生態系の構造と機能を明らかに

することを目的としている。また、物質循環研究は温暖

化などの地球環境問題とも深く関わっており、様々な生

態系における物質循環の解明が求められている。現在、

国内外の森林、草原、湿地、農地などの生態系を対象と

して、「遷移に伴う生態系物質循環の変化」、「生態系に

よる大気中の温室効果ガス濃度の調節作用」の解明を目

指した研究を行っている。 

２.　移動能力をもたない植物は時空間的に変化する環

境の影響を受けながら生活をしている。したがって、植

物はそれぞれの環境に適応して生活できるような形質を

進化させてきた。研究室では、こうした植物の分布と環

境適応について生態学的な解明を目指した研究を行って

いる。具体的には、ハナヤスリ科のシダ植物を研究対象

として、その系統分類と生態学的特性との関係を明らか

にする研究を行っている。

３.　人間の非生物的な活動を通じて地球規模での環境

変化が生じている。こうした環境変化は生物の多様性や

生産力の変化、植生の移動などをもたらすと予測されて

いる。研究室では、人工的に環境を変えることができる

実験施設を用いて、植物（ウキクサなど）に対する温暖

化や窒素降下物の影響を明らかにする研究に取り組んで

いる。
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